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2.1.6－1 

２．１．６ 重大事故等への対処に必要となる水の供給手順等  

２．１．６ 重大事故等への対処に必要となる水の供給手順等  

【要求事項】 

ＭＯＸ燃料加工事業者において、重大事故等への対処に必要となる十分な

量の水を有する水源を確保することに加えて、重大事故等への対処に必要と

なる十分な量の水を供給するために必要な手順等が適切に整備されているか、

又は整備される方針が適切に示されていること。 

 

【解釈】  

１ 「重大事故等への対処に必要となる十分な量の水を有する水源を確保す

ることに加えて、重大事故等への対処に必要となる十分な量の水を供給す

るために必要な手順等」とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の

効果を有する措置を行うための手順等をいう。 

ａ）重大事故等の収束までの間、十分な量の水を供給できる手順等を整備

すること。 

ｂ）複数の代替水源（貯水槽、ダム、貯水池、海等）が確保されているこ

と。 

ｃ）各水源からの移送ルートが確保されていること。  

ｄ）代替水源からの移送ホース及びポンプを準備しておくこと。  

ｅ）必要な水の供給が行えるよう、水源の切替え手順等を定めること。 

工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための設備に必要となる十分な

量の水を有する水源を確保することに加えて，重大事故等への対処に必要と

なる十分な量の水を供給するために必要な設備を整備する。 

ここでは，これらの設備を活用した手順等について説明する。 
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2.1.6－2 

２．１．６．１ 概要 

２．１．６．１．１ 水源の確保を行うための手順 

（１）水源の確保を行うための手順 

重大事故等に対処するため，水源の確保が必要となった場合には，第

１貯水槽，第２貯水槽及び敷地外水源の状態確認をするとともに，水の

移送に使用する水源及びホース敷設ルートを決定する手順に着手する。 

本手順は，水源の確保を，実施責任者，建屋外対応班長，情報管理班

及びＭＯＸ燃料加工施設情報管理班長（以下「実施責任者等」という。）

の要員６人，建屋外対応班の班員４人の合計10人にて作業を実施した場

合，本対処の実施判断後1時間30分以内に対処可能である。 

なお，水の移送ルートは，送水に必要となる各作業時間を考慮し，水

の供給開始までの時間が最短になる組合せを優先して確保する。  

4



2.1.6－3 

２．１．６．１．２ 第１貯水槽へ水を補給するための措置 

（１） 第２貯水槽から第１貯水槽へ水を補給するための手順

重大事故等の対処に必要な水を第１貯水槽へ水を補給する場合において，

第１貯水槽へ水を補給するための手順に着手する。 

本手順では，第２貯水槽から第１貯水槽への水の補給準備及び水の補給

を実施する。 

第２貯水槽から第１貯水槽への水の補給は，実施責任者，建屋外対応班

長，情報管理班及びＭＯＸ燃料加工施設情報管理班長（以下「実施責任者

等」という。）の要員６人，建屋外対応班の班員10人の合計16人にて作業

を実施した場合，水の補給開始は，放水設備による大気中への放射性物質

の拡散抑制の実施判断後，３時間以内に対処可能である。 

（２） 尾駮沼取水場所Ａ，尾駮沼取水場所Ｂ又は二又川取水場所Ａ（以下

「敷地外水源」という。）から第１貯水槽へ水を補給するための手順

重大事故等の対処に必要な水を第１貯水槽へ水を補給する場合において，

第１貯水槽へ水を補給するための手順に着手する。 

本手順では，敷地外水源から第１貯水槽への水の補給準備及び水の補給

を実施する。 

敷地外水源から第１貯水槽への水の補給は，実施責任者等の要員６人，

建屋外対応班の班員10人の合計16人にて作業を実施した場合，対処の移

行判断後14時間以内に対処可能である。 

また，敷地外水源から第１貯水槽への補給水量を増やす必要がある場合

の対応は，実施責任者等の要員６人，建屋外対応班の班員 26 人の合計 32

人にて作業を実施した場合，２系統目による水の補給開始まで対処の移行

判断後７時間以内で対処可能である。 

３系統目による水の補給は，対処の移行判断後13時間以内に対処可能で
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2.1.6－4 

ある。 

４系統目による水の補給は，対処の移行判断後，19時間以内に対処可能

である。  
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2.1.6－5 

２．１．６．１．３ 水源を切り替えるための措置 

（１） 第２貯水槽から敷地外水源に第１貯水槽への水の補給源の切り替え

るための手順

第２貯水槽の貯水槽水位が所定の水位以下となり，第１貯水槽への水の

補給が行えなくなった場合であって，第２貯水槽から敷地外水源への切り

替えが必要になった場合は，水の補給源を敷地外水源からの補給に切り替

えるための手順に着手する。 

本手順書は，水の補給源の切り替えを，実施責任者等の要員６人，建屋

外対応班の班員26人の合計32人にて作業を実施した場合，第２貯水槽か

ら第１貯水槽への水の補給準備完了後７時間以内に対処可能である。 
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2.1.6－6 

２．１．６．１．４ 自主対策設備 

重大事故等の対処を確実に実施するための対策の抽出を行った結果，重

大事故等への対処に必要となる水を供給するための自主対策設備※１及び

手順等を以下のとおり整備する。 

※１自主対策設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや全ての加

工施設の状況において使用することは困難であるが，

加工施設の状況によっては，事故対応に有効な設備で

ある。 

（１） 二又川取水場所Ｂ，淡水取水設備貯水池及び敷地内西側貯水池(以

下「淡水取水源」という。)を水源とした，第１貯水槽への水の供給 

ａ．設備 

重大事故等時，第１貯水槽への水を補給する場合は，第２貯水槽及

び敷地外水源を優先して対処を行うが，淡水取水源から第１貯水槽へ

補給できる水が確保できる場合には，淡水取水源を水の補給源として

第１貯水槽へ水の補給を行う設計とする。 

ｂ．手順 

淡水取水源を水源とした，第１貯水槽への水の供給の主な手順は以

下のとおり。 

重大事故等時において，淡水取水源から第１貯水槽へ補給できる水

が確保できる場合において，淡水取水源からの水の補給が可能な場合，

淡水取水源を水の補給源として第１貯水槽へ水の補給を行う手順に着

手する。本手順は，以下の人員，時間で実施可能である。 

二又川取水場所Ｂから第１貯水槽への水の補給は，実施責任者等の

要員６人，建屋外対応班の14人の合計20人にて作業を実施した場合，
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2.1.6－7 

水の補給開始まで本対策の実施判断後４時間以内に対処可能である。 

淡水取水設備貯水池から第１貯水槽への水の補給は，実施責任者等

の要員６人，建屋外対応班の班員14人の合計20人にて作業を実施し

た場合，水の補給開始まで本対策の実施判断後４時間以内に対処可能

である。 

敷地内西側貯水池から第１貯水槽への水の補給は，実施責任者等の

要員６人，建屋外対応班の班員14人の合計20人にて作業を実施した

場合，水の補給開始まで本対策の実施判断後４時間以内に対処可能で

ある。 

なお，本対策は，重大事故等対処設備を用いた対処に係る要員及び

時間に加えて，本対策を実施するための要員及び時間を確保可能な場

合に着手を行うこととしているため，重大事故等対処設備を用いた対

処に悪影響を及ぼすことはない。 
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2.1.6－8 

２．１．６．２ 対応手段と設備の選定 

２．１．６．２．１ 対応手段と設備の選定の考え方 

燃料加工建屋からの大気中への放射性物質の拡散を抑制するための設備

及び燃料加工建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災へ対応す

るための設備の水源として第１貯水槽を水源とした水源の確保の対応手順

と重大事故等対処設備を選定する。 

重大事故等への対処に必要な水を第１貯水槽から継続して供給するため，

第２貯水槽又は敷地外水源を補給源とした，補給源の確保及び第１貯水槽

へ水を補給するための対応手段と重大事故等対処設備を選定する。 

なお，第２貯水槽を水源とした場合でも，対処が可能である。 

重大事故等対処設備のほかに，柔軟な事故対応を行うための対応手段と

して自主対策を選定する。 

選定した重大事故等対処設備により，技術的能力審査基準だけでなく，

事業許可基準規則第三十一条及び技術基準規則第三十五条の要求事項を満

足する設備を網羅することを確認するとともに，自主対策設備との関係を

明確にする。 
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2.1.6－9 

２．１．６．２．２ 対応手段と設備の選定の結果  

技術的能力審査基準及び事業許可基準規則第三十一条並びに技術基準規

則第三十五条からの要求により選定した対応手段及びその対応に使用する

重大事故等対処設備並びに自主対策設備を以下に示す。 

なお，対応に使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備と整備する

手順についての関係を第２．１．６．１表に整理する。 

（１） 水源の確保を行うための対応手段及び設備 

ａ．水源の確保 

重大事故等時，水源を使用した対処を行う場合，第１貯水槽及び第

２貯水槽の水位並びに敷地外水源の確認を行い，水源を確保する。ま

た，水の移送ルートを確認し，水の移送に使用する水源及びホース敷

設ルートを決定する。 

本対応で使用する設備は以下のとおり。 

水供給設備 

・第１貯水槽 

・第２貯水槽 

・可搬型貯水槽水位計（ロープ式） 

 

ｂ．重大事故等対処設備 

水源の確保を行うための対策手段及び設備で使用する設備のうち，

水供給設備の第１貯水槽及び第２貯水槽を常設重大事故等対処設備と

して設置する。水供給設備の可搬型貯水槽水位計（ロープ式）を可搬

型重大事故等対処設備として配備する。 

技術的能力審査基準及び事業許可基準規則第三十一条並びに技術基

準規則第三十五条に要求される設備が全て網羅されている。 
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2.1.6－10 

（２） 水源へ水を補給するための対応手段及び設備 

ａ．第１貯水槽へ水を補給するための対応 

重大事故等時において，重大事故等への対処に必要となる第１貯水

槽の水が可能な限り減ることが無いように，第２貯水槽及び敷地外水

源若しくは淡水取水源を利用し，第１貯水槽への水の補給を行う。 

(ａ) 第２貯水槽を補給源とした第１貯水槽へ水を補給するための対応 

重大事故等時，第２貯水槽を水の補給源として，第１貯水槽へ水の

補給を行う。 

本対応で使用する設備は以下のとおり。 

 

水供給設備 

・第１貯水槽 

・第２貯水槽 

・大型移送ポンプ車 

・可搬型建屋外ホース 

・ホース展張車 

・運搬車 

・可搬型貯水槽水位計（ロープ式） 

・可搬型貯水槽水位計（電波式） 

・可搬型第１貯水槽給水流量計 

・第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置 

・第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置 

・情報把握計装設備可搬型発電機 

補機駆動用燃料補給設備 

・軽油貯槽 
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2.1.6－11 

・軽油用タンクローリ

本対応を継続するために必要となる燃料給油の対応手段及び設備は，

「２．１．７ 電源の確保に関する手順等」で整備する。 

（ｂ） 敷地外水源を補給源とした第１貯水槽へ水を供給するための対応 

重大事故等時，敷地外水源を水の補給源として，第１貯水槽へ水の

補給を行う手段がある。 

本対応で使用する設備は以下のとおり。 

水供給設備 

・第１貯水槽

・第２貯水槽

・大型移送ポンプ車

・可搬型建屋外ホース

・ホース展張車

・運搬車

・可搬型貯水槽水位計（ロープ式）

・可搬型貯水槽水位計（電波式）

・可搬型第１貯水槽給水流量計

・第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置

・第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置

・情報把握計装設備可搬型発電機

補機駆動用燃料供給設備 

・軽油貯槽
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2.1.6－12 

・軽油用タンクローリ

なお，第２貯水槽へ水を補給することも可能である。 

本対応を継続するために必要となる燃料補給の対応手段と設備は，

「２．１．７ 電源の確保に関する手順等」で整備する。 

（ｃ） 淡水取水源を補給源とした，第１貯水槽へ水を補給するための

対応 

重大事故等時，第１貯水槽への水の補給は，第２貯水槽及び敷地外

水源を優先して対処を行うが，淡水取水源を水の補給源として第１貯

水槽へ水の補給を行う手段がある。 

本対応で使用する設備は以下のとおり。 

・淡水取水設備貯水池

・敷地内西側貯水池

水供給設備 

・第１貯水槽

・大型移送ポンプ車

・可搬型建屋外ホース

・ホース展張車

・運搬車

・可搬型貯水槽水位計（ロープ式）

・可搬型貯水槽水位計（電波式）

・可搬型第１貯水槽給水流量計

・第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置
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2.1.6－13 

・情報把握計装設備可搬型発電機

なお，第２貯水槽へ水を補給することも可能である。 

（ｄ） 重大事故等対処設備と自主対策設備 

水源へ水を補給するための対応手順及び設備のうち，水供給設備

の第１貯水槽及び第２貯水槽並びに補機駆動用燃料補給設備の軽油

貯槽を常設重大事故等対処設備として設置する。水供給設備の大型

移送ポンプ車，可搬型建屋外ホース，ホース展張車，運搬車，可搬

型貯水槽水位計（ロープ式），可搬型貯水槽水位計（電波式），可搬

型第１貯水槽給水流量計，第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，

第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置及び情報把握計装設備可搬

型発電機並びに補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリを可

搬型重大事故等対処設備として配備する。 

これらの設備で，技術的能力審査基準及び事業許可基準規則第三

十一条並びに技術基準規則第三十五条に要求される設備が全て網羅

されている。 

以上の重大事故等対処設備により，重大事故等の対処に必要とな

る十分な量の水を確保することができる。 

「淡水取水源を補給源とした，第１貯水槽へ水を補給するための

対応」に使用する設備(２．１．６．２．２(２)ａ.(ｃ)参照)のうち，

淡水取水設備貯水池及び敷地内西側貯水池は，地震発生時に補給に

必要な水量が確保できない可能性があることから，自主対策設備と

して位置づける。本対応を実施するための具体的な条件は，地震発

生時に補給に必要な水を貯水している場合，第１貯水槽へ水を補給

する手段として選択することができる。 
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また，二又川取水場所Ｂは，重大事故等の対応に必要な量の水を

確保することができる場合は，第１貯水槽へ補給する水の補給源と

して活用する。 

 

（３） 水源を切り替えるための対応手段及び設備 

ａ．第２貯水槽から敷地外水源に第１貯水槽への水の補給源の切り替え

を行うための対応 

第２貯水槽の貯水槽水位が所定の水位以下となり，第１貯水槽への

水の補給が行えなくなった場合であって，第１貯水槽を水源とした重

大事故等への対処が継続して行われている場合には，水の補給源を敷

地外水源からの補給に切り替える手段がある。 

本対応で使用する設備は以下のとおり。 

 

水供給設備 

・第１貯水槽 

・第２貯水槽 

・大型移送ポンプ車 

・可搬型建屋外ホース 

・ホース展張車 

・運搬車 

・可搬型貯水槽水位計（ロープ式） 

・可搬型貯水槽水位計（電波式） 

・可搬型第１貯水槽給水流量計 

・第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置 

・第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置 
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・情報把握計装設備可搬型発電機 

 

補機駆動用燃料補給設備 

・軽油貯槽 

・軽油用タンクローリ 

 

本対応を継続するために必要となる燃料給油の対応手段及び設備は，

「２．１．７ 電源の確保に関する手順等」で整備する。 

 

ｂ．重大事故等対処設備 

水源を切り替えるための対応手段及び設備のうち，水供給設備の第

１貯水槽及び第２貯水槽並びに補機駆動用燃料補給設備の軽油貯槽を

常設重大事故等対処設備として設置する。水供給設備の大型移送ポン

プ車，可搬型建屋外ホース，ホース展張車，運搬車，可搬型貯水槽水

位計（ロープ式），可搬型貯水槽水位計（電波式），可搬型第１貯水槽

給水流量計，第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，第２保管庫・

貯水所可搬型情報収集装置及び情報把握計装設備可搬型発電機並びに

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリを可搬型重大事故等対

処設備として配備する。 

これらの設備で，技術的能力審査基準及び事業許可基準規則第三十

一条並びに技術基準規則第三十五条に要求される設備が全て網羅され

ている。 

以上の重大事故等対処設備により，補給源の切り替えを行うことが

できる。 
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（４） 手順等 

上記「（１） 水源の確保を行うための対応手段及び設備」，「（２） 水

源へ水を補給するための対応手段及び設備」及び「（３） 水源を切り替

えるための対応手段及び設備」により選定した対応手段に係る手順を整

備する。 

これらの手順は，実施組織要員による対応として重大事故等発生時対

応手順書等に整備する。（第２．１．６．１表）  
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２．１．６．３ 重大事故等時の手順 

２．１．６．３．１ 水源の確保の対応手順 

（１） 水源の確保 

重大事故等時，第１貯水槽，第２貯水槽及び敷地外水源の状態確認

をするとともに，水の移送に使用する水源及びホース敷設ルートを決

定する手段がある。 

 

ａ．手順着手の判断基準 

・「２．１．５ 工場等外への放射性物質等の拡散を抑制するための手

順等」のうち，「２．１．５．３．１ 大気中への放射性物質の拡散

を抑制するための対応手順」の「（１） 放水設備による大気中への

放射性物質の拡散抑制」への着手判断をした場合。 

・「２．１．５ 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順

等」のうち，「２．１．５．３．３ 燃料加工建屋周辺における航空

機衝突による航空機燃料火災に対応するための対応手順」の「（２）   

燃料加工建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災の対応」

への着手判断をした場合。 

 

ｂ．操作手順 

水源の確保の手順の概要は，以下のとおり。 

水源の位置を第２．１．６．１図に示す。手順の概要を第２．１．

６．２図に，作業と所要時間を第２．１．６．３図に，ホース敷設

ルートは第２．１．６．４～11図に示す。 

① 実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，水源の確認を建

屋外対応班の班員に指示する。 
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② 建屋外対応班の班員は，第１貯水槽，第２貯水槽の水位及びホ

ース敷設ルートの状況を確認する。 

③ 建屋外対応班の班員は，敷地外水源の状態及びホース敷設ルー

トの状況を確認する。 

④ 実施責任者は，建屋外対応班の班員から各水源確保の結果報告

を受け，水源を選択するとともにホース敷設ルートを決定する。 

⑤ 上記の手順に加えて，実施責任者は，建屋外対応班の班員から

貯水槽の水位の確認結果を受けることにより，第１貯水槽及び

第２貯水槽の状態を確認する。 

 

ｃ．操作の成立性 

水源の確保の対応は，実施責任者等の要員６人，建屋外対応班の班

員４人の合計10人にて作業を実施した場合，水源の確保完了まで，本

対策の実施判断後1時間30分以内で対処可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線環

境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の状況

に応じて着用することとする。線量管理については，個人線量計を着

用し，１作業当たり10mSv以下とすることを目安に管理する。さらに，

実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては， 作業場所の線

量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，実施組織要員の

被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対処時においては，

中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び停電時においては，

確実に運搬及び移動ができるように，可搬型照明を配備する。 
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（２） 重大事故等時の対応手段の選択

重大事故等時の対応手順の選択方法は，以下の通り。 

重大事故等の水源の確保を行う。 
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２．１．６．３．２ 水源へ水を補給するための対応手順 

（１）第１貯水槽へ水を供給するための対応 

ａ．第２貯水槽を水の補給源とした，第１貯水槽への水の補給 

重大事故等時，第１貯水槽を水源とした対処を継続するために，第

２貯水槽から第１貯水槽へ水を補給することを想定し，大型移送ポン

プ車を第２貯水槽近傍に移動し，設置する。可搬型建屋外ホースを第

２貯水槽から第１貯水槽まで敷設し，可搬型建屋外ホースを第１貯水

槽の取水箇所に設置した後，大型移送ポンプ車を起動し，第１貯水槽

へ水を補給する手段がある。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）が確認された場合

は，重大事故等の進展状況に応じて事前の対応作業として，可搬型建

屋外ホースの敷設を行い除灰作業の準備を実施する。また，降灰が確

認されたのち必要に応じ，除灰作業を実施する。 

 

（ａ） 手順着手の判断基準 

・「２．１．５ 工場等外への放射性物質等の放出を抑制するため

の手順等」のうち，「２．１．５．３．１ 大気中への放射性物

質の放出を抑制するための対応手段」の「ａ．放水設備による

大気中への放射性物質の放出抑制」の対処の実施を判断した場

合。 

 

（ｂ） 操作手順 

第２貯水槽を水の補給源とした，第１貯水槽への水の補給の手順

の概要は以下のとおり。 

本手順の成否は，第１貯水槽への補給水流量が所定の流量となっ

22



2.1.6－21 

たこと及び第１貯水槽の水位が所定水位となったことにより確認す

る。 

水源の位置を第２．１．６．１図に示す。手順の概要を第２．１．

６．２図に，作業と所要時間を第２．１．６．12図に，ホース敷設

ルートは第２．１．６．４図及び第２．１．６．５図に示す。 

① 実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，第１貯水槽への

水の補給準備開始を，建屋外対応班の班員に指示する。 

② 建屋外対応班の班員は，使用する資機材の確認を行い，第２貯

水槽へ可搬型貯水槽水位計（電波式），第２保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置及び情報把握計装設備可搬型発電機を運搬及び

設置する。 

③ 建屋外対応班の班員は，運搬車で運搬する可搬型建屋外ホース

（金具類及び可搬型第１貯水槽給水流量計）の運搬及び設置す

る。 

④ 建屋外対応班の班員は，大型移送ポンプ車を第２貯水槽の取水

場所近傍に移動及び設置する。 

⑤ 建屋外対応班の班員は，第２貯水槽近傍に設置した大型移送ポ

ンプ車の運転準備を行い，大型移送ポンプ車付属の水中ポンプ

（ポンプユニット）※１を第２貯水槽の取水箇所に設置する。 

※１ 大型移送ポンプ車の取水ポンプを示す。取水ポンプの

吸込部には，ストレーナを設置しており，異物の混入

を防止する。なお，ストレーナが目詰まりした場合は，

清掃を行う。 

⑥ 建屋外対応班の班員は，可搬型建屋外ホースを，ホース展張車

により運搬し，第２貯水槽から第１貯水槽まで敷設し，可搬型
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建屋外ホースと大型移送ポンプ車及び可搬型第１貯水槽給水流

量計を接続する。 

⑦ 建屋外対応班の班員は，大型移送ポンプ車の試運転を行う。併

せて敷設した可搬型建屋外ホースの状況を確認する。 

⑧ 建屋外対応班の班員は，第１貯水槽を使用した重大事故等への

対処が継続している場合，実施責任者の指示により大型移送ポ

ンプ車による第２貯水槽から第１貯水槽への水の補給を開始す

る。第２貯水槽から第１貯水槽への水の補給中は，可搬型第１

貯水槽給水流量計の送水流量を確認し，大型移送ポンプ車の回

転数及び弁開度を調整する。第２貯水槽から第１貯水槽への水

の補給時に必要な監視項目は，可搬型第１貯水槽給水流量計の

送水流量並びに第１貯水槽及び第２貯水槽の貯水槽水位である。 

⑨ 建屋外対応班の班員は，可搬型第１貯水槽給水流量計が所定の

流量であること及び第１貯水槽の水位が所定の水位であること

を確認し，第２貯水槽から第１貯水槽へ水が補給されているこ

とを確認する。第２貯水槽から第１貯水槽へ水が補給されてい

ることを確認するために必要な監視項目は，可搬型第１貯水槽

給水流量計の送水流量並びに第１貯水槽の貯水槽水位である。 

⑩ 建屋外対応班の班員は，第２貯水槽の水位が所定の水位以下と

なったことを確認した場合，第２貯水槽から第１貯水槽への水

の補給を停止し，実施責任者に報告する。第２貯水槽から第１

貯水槽への水の補給を停止するのに必要な監視項目は，第２貯

水槽の貯水槽水位である。 
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（ｃ） 操作の成立性 

重大事故等時，第１貯水槽を水源とした対処を継続して実施する

ために第２貯水槽から第１貯水槽へ水を補給する対応は，実施責任

者等の要員６人，建屋外対応班の班員10人の合計16人にて作業を

実施した場合，水の補給開始は，対処の移行判断後，３時間以内で

対処可能である。本対処は，第１貯水槽の水が不足する場合，第２

貯水槽から第１貯水槽へ水を補給するために実施する。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については，個人線量

計を着用し，１作業当たり10mSv以下とすることを目安に管理する。

さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，作

業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，実

施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。 

重大事故等の対処時においては，再処理施設の中央制御室等との

連絡手段を確保する。夜間及び停電時においては，確実に運搬及び

移動ができるように，可搬型照明を配備する。 

ｂ．敷地外水源を水の補給源とした，第１貯水槽への水の補給 

重大事故等時，第１貯水槽を水源とした対処を継続するために，敷

地外水源から第１貯水槽へ水を補給することを想定し，大型移送ポン

プ車を敷地外水源に移動及び設置し，可搬型建屋外ホースを敷地外水

源から第１貯水槽まで敷設し，可搬型建屋外ホースを第１貯水槽の取

水箇所に設置した後，大型移送ポンプ車を起動し，第１貯水槽へ水を

補給する手段がある。 
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なお，第２貯水槽へ水を補給することも可能である。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）が確認された場合

は，重大事故等の進展状況に応じて事前の対応作業として，可搬型建

屋外ホースの敷設を行い除灰作業の準備を実施する。また，降灰が確

認されたのち必要に応じ，除灰作業を実施する。 

（ａ） 手順着手の判断基準 

大気中への放射性物質の拡散抑制の準備が完了した場合又は敷地

外水源から第１貯水槽への水の補給水量を増やす必要がある場合。 

（ｂ） 操作手順 

敷地外水源を水の補給源とした，第１貯水槽への水の補給の手順

の概要は以下のとおり。 

本手順の成否判断は，第１貯水槽への補給水流量が所定の流量と

なったこと及び第１貯水槽の水位が所定水位となったことにより確

認する。 

水源の位置を第２．１．６．１図に示す。手順の概要を第２．１．

６．２図に，作業と所要時間を第２．１．６．13図に，ホース敷設

ルートは第２．１．６．６～11図に示す。 

① 実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，第１貯水槽への

水の補給準備開始を建屋外対応班の班員に指示する。建屋外対

応班の班員は，実施責任者の指示により敷地外水源から第１貯

水槽への水の補給を行うための作業を開始する。

第１貯水槽への水の補給水量を増やす必要がある場合，以下

の手順の③～⑧までを繰り返すことで，敷地外水源から大型移
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送ポンプ４台で第１貯水槽へ水の補給を行うことができる。 

② 建屋外対応班の班員は，使用する資機材の確認を行い，第１貯

水槽へ可搬型貯水槽水位計（電波式）を運搬及び設置する。 

③ 建屋外対応班の班員は，大型移送ポンプ車を敷地外水源の取水

場所近傍に移動し，設置する。 

④ 建屋外対応班の班員は，運搬車で運搬する可搬型建屋外ホース

（金具類及び可搬型第１貯水槽給水流量計）の運搬及び設置を

行う。 

⑤ 建屋外対応班の班員は，可搬型建屋外ホースをホース展張車に

より運搬し，敷地外水源から第１貯水槽まで敷設し，可搬型建

屋外ホース，大型移送ポンプ車及び可搬型第１貯水槽給水流量

計を接続する。 

⑥ 建屋外対応班の班員は，敷地外水源の取水場所近傍に設置した

大型移送ポンプ車の運転準備を行い，大型移送ポンプ車付属の

水中ポンプ（ポンプユニット）※１を敷地外水源の取水箇所に設

置する。 

※１ 大型移送ポンプ車の取水ポンプを示す。取水ポンプの吸

込部には，ストレーナを設置しており，異物の混入を防

止する。なお，ストレーナが目詰まりをした場合は，清

掃を行う。 

⑦ 建屋外対応班の班員は，大型移送ポンプ車の試運転を行う。併

せて，敷設した可搬型建屋外ホースの状態を確認する。 

⑧ 実施責任者は，第１貯水槽を水源とした対処が継続している場

合，大型移送ポンプ車による敷地外水源から第１貯水槽への水

の補給の開始を建屋外対応班の班員に指示する。敷地外水源か
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ら第１貯水槽への水の補給中は，可搬型第１貯水槽給水流量計

の送水流量を確認し，大型移送ポンプ車の回転数及び弁開度を

操作する。敷地外水源から第１貯水槽への水の補給時に必要な

監視項目は，可搬型第１貯水槽給水流量計の送水流量及び第１

貯水槽の貯水槽水位である。 

⑨ 実施責任者は，建屋外対応班の班員から，可搬型第１貯水槽給

水流量計が所定の流量であること及び第１貯水槽の水位が所定

の水位であることの報告を受け，敷地外水源から第１貯水槽へ

水が補給されていることを確認する。敷地外水源から第１貯水

槽へ水が補給されていることを確認するのに必要な監視項目は，

可搬型第１貯水槽給水流量計の送水流量及び第１貯水槽の貯水

槽水位である。

（ｃ） 操作の成立性 

重大事故等時，第１貯水槽を水源とした対処を継続して実施する

ために敷地外水源から第１貯水槽への水を補給する対応は，実施責

任者等の要員６人，建屋外対応班の班員10人の合計16人にて作業

を実施した場合，水の補給開始まで本対策の実施判断後14時間以内

で対処可能である。また，敷地外水源から第１貯水槽への補給水量

を増やす必要がある場合の対応は，実施責任者等の要員６人，建屋

外対応班の班員26人の合計32人にて作業を実施した場合，２系統

目による水の補給開始まで対処の移行判断後７時間以内で対処可能

である。 

なお，２系統の建屋外対応班の班員26人は２系統目から４系統目

の水の補給の対応においては共通の要員である。 
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３系統目による水の補給は，対処の移行判断後13時間以内に対処

可能である。 

４系統目による水の補給は，対処の移行判断後，19時間以内に対

処可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については，個人線量

計を着用し，１作業当たり10mSv以下とすることを目安に管理する。

さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，作

業場所の線量率の把握及び情報に応じた対応を行うことにより，実

施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対処

時においては，再処理施設の中央制御室等との連絡手段を確保する。

夜間及び停電時においては，確実に運搬及び移動ができるように，

可搬型照明を配備する。 

 

ｃ．淡水取水源を水の補給源とした，第１貯水槽への水の補給 

重大事故等時，第１貯水槽への水の補給は，第２貯水槽及び敷地外

水源を優先して取水を行うが，淡水取水源を水の補給源として第１貯

水槽へ水の補給を行うことを想定し，大型移送ポンプ車を淡水取水源

の取水場所近傍に運搬し設置する。可搬型建屋外ホースを淡水取水源

から第１貯水槽まで敷設し，可搬型建屋外ホースを第１貯水槽の取水

箇所に設置した後，大型移送ポンプ車を起動し，第１貯水槽へ水を補

給する手段がある。 

なお，第２貯水槽へ水を補給することも可能である。 
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(ａ) 手順着手の判断基準 

淡水取水源から第１貯水槽へ補給できる水が確保できる場合。 

なお，本体は，重大事故等対処設備を用いた対応に係る要員及び時

間とは別に，本対応を実施するための要員及び時間を確保可能な場合

に着手する。 

 

(ｂ) 操作手順 

淡水取水源を水の補給源とした，第１貯水槽への水の補給の手順の

概要は以下のとおり。 

本手順の成否は，第１貯水槽への補給水流量が所定の流量になった

こと及び第１貯水槽の水位が所定水位となったことにより確認する。 

水源の位置を第２．１．６．１図に示す。手順の概要を第２．１．

６．14図に，作業と所要時間を第２．１．６．15図～第２．１．６．

17図に示す。 

送水手順の概要は，以下のとおり。 

① 実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，第１貯水槽への水

補給準備の開始を，建屋外対応班の班員に指示する。 

② 建屋外対応班の班員は，実施責任者の指示により淡水取水源から

第１貯水槽への水の補給を行うための作業を開始する。 

以下の手順の③～⑧までの手順は全ての淡水取水源で同様である。 

③ 建屋外対応班の班員は，使用する資機材の確認を行い，第１貯水

槽へ可搬型貯水槽水位計（電波式），第１保管庫・貯水所可搬型情

報収集装置及び情報把握計装設備可搬型発電機を運搬及び設置す

る。 

④ 建屋外対応班の班員は，運搬車で運搬する可搬型建屋外ホース（金
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具類及び可搬型第１貯水槽給水流量計）の運搬及び設置を行う。 

⑤ 建屋外対応班の班員は，大型移送ポンプ車を淡水取水源の取水場

所近傍に移動及び設置する。 

⑥ 建屋外対応班の班員は，淡水取水源の取水場所近傍に設置した大

型移送ポンプ車の運転準備を行い，大型移送ポンプ車付属の水中

ポンプ（ポンプユニット）※１を淡水取水源の取水箇所に設置する。 

※１ 大型移送ポンプ車の取水ポンプを示す。取水ポンプの吸込

部には，ストレーナを設置しており，異物の混入を防止す

る。なお，ストレーナが目詰まりした場合は，清掃を行う。 

⑦ 建屋外対応班の班員は，可搬型建屋外ホースを淡水取水源から第

１貯水槽まで敷設し，可搬型建屋外ホースと可搬型第１貯水槽給

水流量計及び大型移送ポンプ車を接続する。 

⑧ 建屋外対応班の班員は，大型移送ポンプ車の試運転を行う。併せ

て敷設した可搬型建屋外ホースの状態を確認する。 

⑨ 建屋外対応班の班員は，実施責任者の指示により大型移送ポンプ

車による淡水取水源から第１貯水槽への水の補給を開始する。淡

水取水源から第１貯水槽への水の補給中は，可搬型第１貯水槽給

水流量計の流量を確認し，大型移送ポンプ車の回転数及び弁開度

を操作する。淡水取水源から第１貯水槽への水の補給時に必要な

監視項目は，第１貯水槽の貯水槽水位である。 

⑩ 実施責任者は，建屋外対応班の班員から可搬型第１貯水槽給水流

量計が所定の流量であること及び第１貯水槽が所定の水位である

ことの報告を受け，淡水取水源から第１貯水槽へ水が補給されて

いることを確認する。淡水取水源から第１貯水槽へ水が補給され

ていることの確認に必要な監視項目は，可搬型第１貯水槽給水流
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量計の送水流量及び第１貯水槽の貯水槽水位である。 

 

（ｃ） 操作の成立性 

二又川取水場所Ｂから第１貯水槽へ水を補給する対応は，実施責

任者等の要員６人，建屋外対応班の班員14人の合計20人にて作業

を実施した場合，水の補給開始まで本対策の実施判断後４時間以内

で対処可能である。 

淡水取水設備貯水池から第１貯水槽へ水を補給する対応は，実施

責任者等の要員６人，建屋外対応班の班員14人の合計20人にて作

業を実施した場合，水の補給開始まで本対策の実施判断後４時間以

内で対処可能である。 

敷地内西側貯水池から第１貯水槽へ水を補給する対応は，実施責

任者等の要員６人，建屋外対応班の班員14人の合計20人にて作業

を実施した場合，水の補給開始まで本対策の実施判断後４時間以内

で対処可能である。 

 

なお，本対策は，重大事故等対処設備を用いた対処に係る要員及

び時間に加えて，本対策を実施するための要員及び時間を確保可能

な場合に着手を行うこととしているため，重大事故等対処設備を用

いた対処に悪影響を及ぼすことはない。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については，個人線量

計を着用し，１作業当たり10mSv以下とすることを目安に管理する。 

さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，
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作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

実施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，再処理施設の中央制御室等との連絡手段を確保す

る。夜間及び停電時においては，確実に運搬及び移動ができるよう

に，可搬型照明を配備する。 

 

ｄ．重大事故等時の対応手段の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。 

重大事故等時，第１貯水槽を水源とした対処を継続するために，第

２貯水槽及び敷地外水源から第１貯水槽へ水を補給する必要がある場

合には，第１貯水槽へ水を補給するための対応手順に従い，第２貯水

槽から第１貯水槽への水の補給準備及び水の補給作業に続けて，敷地

外水源から第１貯水槽への水の補給準備及び水の補給作業を実施する。 

なお，第２貯水槽へ水を補給することも可能である。 
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２．１．６．３．３ 水源を切り替えるための対応 

（１）第２貯水槽から敷地外水源へ第１貯水槽への水の補給源の切り替え 

重大事故等時，第２貯水槽から敷地外水源に第１貯水槽への水の補

給源を切り替えることを想定し，第２貯水槽近傍に設置していた大型

移送ポンプ車を敷地外水源近傍に移動及び設置し，敷地外水源近傍に

敷設された可搬型建屋外ホースと大型移送ポンプ車を接続する手段が

ある。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）が確認された場合

は，重大事故等の進展状況に応じて事前の対応作業として,可搬型建屋

外ホースの敷設を行い除灰作業の準備を実施する。また，降灰が確認

されたのち必要に応じ，除灰作業を実施する。 

 

(ａ) 手順着手の判断基準 

第２貯水槽の貯水槽水位が所定の水位以下となり第１貯水槽への水

の補給が行えなくなった場合であって，第２貯水槽から敷地外水源へ

の切り替えが必要になった場合。 

 

(ｂ) 操作手順 

第２貯水槽から敷地外水源へ第１貯水槽への水の補給源の切り替え

の手順の概要は以下のとおり。 

本手順の成否は，第１貯水槽への補給水流量が所定の流量となった

こと及び第１貯水槽の水位が所定水位となったことにより確認する。 

水源の位置を第２．１．６．１図に示す。手順の概要フローを第２．

１．６．２図に，タイムチャートを第２．１．６．13図に示す。 

① 実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，水源の切り替えの開
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始を建屋外対応班の班員に指示する。 

② 建屋外対応班の班員は，可搬型建屋外ホースを，取水を行う敷地外

水源の取水箇所近傍から第１貯水槽まで敷設する。 

③ 建屋外対応班の班員は，第２貯水槽の水位が所定の水位以下となっ

たことを確認した場合，第２貯水槽から第１貯水槽への水の補給を

停止する。水の補給停止後，実施責任者に報告する。第２貯水槽か

ら第１貯水槽への水の補給を停止するのに必要な監視項目は，第２

貯水槽の貯水槽水位である。 

④ 建屋外対応班の班員は，第２貯水槽近傍に設置していた大型移送ポ

ンプ車を敷地外水源の取水場所近傍まで移動及び設置する。敷地外

水源の取水場所近傍に設置した大型移送ポンプ車付属の水中ポンプ

（ポンプユニット※１）と敷地外水源から第１貯水槽まで敷設した可

搬型建屋外ホースを接続し，取水箇所に設置する。 

※１ 大型移送ポンプ車の取水ポンプを示す。取水ポンプの吸込部

には，ストレーナを設置しており，異物の混入を防止する。

なお，ストレーナが目詰まりした場合は，清掃を行う。 

⑤ 建屋外対応班の班員は，敷地外水源近傍に設置した大型移送ポンプ

車の起動を行う。 

⑥ 建屋外対応班の班員は，可搬型建屋外ホースの水張り及び空気抜き

を行う。 

⑦ 実施責任者は，可搬型第１貯水槽給水流量計の第１貯水槽給水流量

が所定の流量であること及び第１貯水槽が所定の水位であることの

確認をもって，補給源の切り替えが完了したことを確認する。補給

源の切り替えが完了したことを確認するのに必要な監視項目は，可

搬型第１貯水槽給水流量及び第１貯水槽の貯水槽水位である。 
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(ｃ) 操作の成立性 

第２貯水槽から敷地外水源へ水の補給源の切り替えの対応は，実施

責任者等の要員６人，建屋外対応班の班員26人の合計32人にて作業

を実施した場合，水の補給源の切り替え完了は，第２貯水槽から第１

貯水槽への水の補給準備完了後７時間以内で対処可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線環

境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の状況

に応じて着用することとする。線量管理については，個人線量計を着

用し，１作業当たり10mSv以下とすることを目安に管理する。さらに，

実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，作業場所の線

量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，実施組織要員の

被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対処時においては，

再処理施設の中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び停電時

においては，確実に運搬及び移動ができるように，可搬型照明を配備

する。 

 

（２） 重大事故等時の対応手段の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。 

重大事故等時に，第２貯水槽から敷地外水源へ第１貯水槽への水の

補給源を切り替える場合には，補給源の切り替えるための対応手順に

従い，補給源の切り替え作業を実施する。 
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２．１．６．３．４ その他の手順項目について考慮する手順 

水源からの取水とそれに伴う手順及び設備については，「２．１．５ 工

場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 

燃料の補給手順については「２．１．７ 電源の確保に関する手順等」

にて整備する。 

各手順で定める，可搬型建屋外ホースの敷設，大型移送ポンプ車の移動

及び設置の手順は，アクセスルートの状況によって選定されたどのホース

の敷設ルートにおいても同じである。また，取水箇所から水の供給又は補

給先までのホースの敷設ルートにより，可搬型建屋外ホースの数量を決定

する。 

各手順におけるホースの敷設ルートは，作業時間を考慮し，送水開始ま

での時間が最短になる組合せを優先して確保する。 
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第２．１．６．１表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する

手順，対応手段，対処設備及び手順書一覧（１／５） 

分類 機能喪失を想定する

設計基準設備 

対応 

手段 

対処設備 手順書 

水
源
の
確
保
の
対
応 

－ 水
源
の
確
保 

水供給設備 

・第１貯水槽 

・第２貯水槽 

・可搬型貯水槽水位計（ロ

ープ式） 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重
大
事
故
等
発
生
時
対
応
手
順
書
等
に
て
整
備
す
る
。 
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2.1.6－37 

第２．１．６．１表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する

手順，対応手段，対処設備及び手順書一覧（２／５） 

分類 機能喪失を想定する

設計基準設備 

対応 

手段 

対処設備 手順書 

第
１
貯
水
槽
へ
水
を
補
給
す
る
た
め
の
対
応 

－ 第
２
貯
水
槽
を
水
源
と
し
た
，
第
１
貯
水
槽
へ
の
水
の
補
給 

水供給設備 

・第１貯水槽 

・第２貯水槽 

・大型移送ポンプ車 

・可搬型建屋外ホース 

・ホース展張車 

・運搬車 

・可搬型貯水槽水位計 

（ロープ式） 

・可搬型貯水槽水位計 

（電波式） 

・第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置 

・第２保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置 

・情報把握計装設備用可搬

型発電機 

・可搬型第１貯水槽給水流

量計 

補機駆動用燃料補給設備 

・軽油貯槽 

・軽油用タンクローリ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重
大
事
故
等
発
生
時
対
応
手
順
書
等
に
て
整
備
す
る
。 
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2.1.6－38 

第２．１．６．１表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する

手順，対応手段，対処設備及び手順書一覧（３／５） 

分類 機能喪失を想定する

設計基準設備 

対応 

手段 

対処設備 手順書 

第
１
貯
水
槽
へ
水
を
補
給
す
る
た
め
の
対
応 

－ 敷
地
外
水
源
を
水
源
と
し
た
，
第
１
貯
水
槽
へ
の
水
の
補
給 

水補給設備 

・第１貯水槽 

・第２貯水槽 

・大型移送ポンプ車 

・可搬型建屋外ホース 

・ホース展張車 

・運搬車 

・可搬型貯水槽水位計（ロ

ープ式） 

・可搬型貯水槽水位計（電

波式） 

・可搬型第１貯水槽給水流

量計 

・第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置 

・第２保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置 

・情報把握計装設備用可搬

型発電機 

補機駆動用燃料補給設備 

・軽油貯槽 

・軽油用タンクローリ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重
大
事
故
等
発
生
時
対
応
手
順
書
等
に
て
整
備
す
る
。 
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2.1.6－39 

第２．１．６．１表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する

手順，対応手段，対処設備及び手順書一覧（４／５） 

分類 機能喪失を想定する

設計基準設備 

対応 

手段 

対処設備 手順書 

第
１
貯
水
槽
へ
水
を
補
給
す
る
た
め
の
対
応 

－ 淡
水
取
水
源
を
水
源
と
し
た
，
第
１
貯
水
槽
へ
の
水
の
補
給 

水供給設備 

・第１貯水槽 

・大型移送ポンプ車 

・可搬型建屋外ホース 

・ホース展張車 

・運搬車 

・可搬型貯水槽水位計（ロ

ープ式） 

・可搬型貯水槽水位計（電

波式） 

・可搬型第１貯水槽給水流

量計 

・第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置 

・情報把握計装設備用可搬

型発電機 

 

補機駆動用燃料補給設備 

・軽油貯槽 

・軽油用タンクローリ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重
大
事
故
等
発
生
時
対
応
手
順
書
等
に
て
整
備
す
る
。 

 

・淡水取水設備貯水池 

・敷地内西側貯水池 

 

 

 

自
主
対
策
設
備 
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2.1.6－40 

第２．１．６．１表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する

手順，対応手段，対処設備及び手順書一覧（５／５） 

分類 機能喪失を想定す

る設計基準設備 

対応 

手段 

対処設備 手順書 

水
源
を
切
り
替
え
る
た
め
の
対
応 

－ 第
２
貯
水
槽
か
ら
敷
地
外
水
源
へ
第
１
貯
水
槽
へ
の
水
の
供
給
源
の
切
り
替
え 

水供給設備 

・第１貯水槽 

・第２貯水槽 

・大型移送ポンプ車 

・可搬型建屋外ホース 

・ホース展張車 

・運搬車 

・可搬型貯水槽水位計（電波

式） 

・可搬型第１貯水槽給水流

量計 

・第２保管庫・貯水所可搬型

情報収集装置 

・情報把握計装設備用可搬

型発電機 

補機駆動用燃料補給設備 

・軽油貯槽 

・軽油用タンクローリ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重
大
事
故
等
発
生
時
対
応
手
順
書
等
に
て
整
備
す
る
。 
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2.1.6－40 

 

 

 

 

 

第２．１．６．１図 水源の配置図 
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第２．１．６．２図 「水源の確保」及び「第１貯水槽への水の補給」の手順の概要 

※２ 水補給の対処の移行判断 
・大気中への放射性物質の拡散抑制に水の
補給が必要と判断した場合 

第２貯水槽から第１貯水槽への 

水補給の準備完了 

凡例 
：操作・確認 

：判断 

：監視 

水源の確保 

※１ 重大事故等への対処の移行判断 
以下のいずれかの対処を行う必要がある

場合 

・「２．１．５ 工場等外への放射性物質等

の放出を抑制するための手順等」のうち

「２．１．５．３．１ 大気中への放射

性物質の拡散を抑制するための対応手

段」の「（１） 放水設備による大気中へ

の放射性物質の拡散抑制」への着手判断

をした場合 

・「２．１．５ 工場等外への放射性物質等

の放出を抑制するための手順等」のうち

「２．１．５．３．３ 燃料加工建屋周

辺における航空機衝突による航空機燃料

火災に対応するための対応手段」の

「（２） 燃料加工建屋周辺における航空

機衝突による航空機燃料火災の対応」へ

の着手判断をした場合 

2.1.6－
41 

水補給の判断※２ 

第２貯水槽から第１貯水槽への 

水補給の準備開始 

※４ 水源の切り替え判断 
・第２貯水槽の貯水槽水位が所定の水位以
下となり第１貯水槽への水の補給が行えな
くなり，第１貯水槽を水源とした重大事故
等への対処が継続して行われている場合。 
 

第２貯水槽からの水補給の開始 

敷地外水源からの水補給の準備完了 

敷地外水源から第１貯水槽への水補給の 
準備開始の判断※３※４ 

敷地外水源からの水補給の開始 

※３ 敷地外水源から第１貯水槽への水補
給作業開始 
・大気中への放射性物質の拡散抑制の準備
が完了した場合又は敷地外水源から第１貯
水槽への水の補給量を増やす必要がある場
合 

状態監視 

水源の確保の判断※1 
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2.1.6－
42 

 

 

第２．１．６．３図 「水源の確保」の作業と所要時間  
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2.1.6－43 

 

 

 

 

第２．１．６．４図 「水供給」の可搬型建屋外ホース敷

設ルート（第２貯水槽～第１貯水

槽）（北ルート） 
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2.1.6－44 

 

 

 

 

第２．１．６．５図 「水供給」の可搬型建屋外ホース敷

設ルート（第２貯水槽～第１貯水

槽）（南ルート） 
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2.1.6－45 

 

 

 

 

第２．１．６．６図 「水供給」の可搬型建屋外ホース敷

設ルート（第１貯水槽～尾駮沼取水

場所Ａ）（北ルート）   
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2.1.6－46 

 

 

 

 

第２．１．６．７図 「水供給」の可搬型建屋外ホース敷

設ルート（第１貯水槽～尾駮沼取水

場所Ａ）（南ルート） 
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2.1.6－47 

 

 

 

 

第２．１．６．８図 「水供給」の可搬型建屋外ホース敷

設ルート（第１貯水槽～尾駮沼取水

場所Ｂ）（東ルート） 
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2.1.6－48 

第２．１．６．９図 「水供給」の可搬型建屋外ホース敷

設ルート（第１貯水槽～尾駮沼取水

場所Ｂ）（西ルート）  
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2.1.6－49 

第２．１．６．10 図 「水供給」の可搬型建屋外ホース敷

設ルート（第１貯水槽～二又川取水

場所Ａ）（東ルート） 
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2.1.6－50 

 

 

 

 

第２．１．６．11 図 「水供給」の可搬型建屋外ホース敷

設ルート（第１貯水槽～二又川取水

場所Ａ）（西ルート） 
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2.1.6－
51 

第２．１．６．12 図 「第１貯水槽への水の補給」の作業と所要時間（その１） 
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2.1.6－
52 

第２．１．６．13図 「第１貯水槽への水の補給」の作業と所要時間（その２） 
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2.1.6－
53 

第２．１．６．13図 「第１貯水槽への水の補給」の作業と所要時間（その３） 

56



2.1.6－54 

 

第２．１．６．14図 「淡水取水源を水源とした第１貯水槽への水の

補給」の手順の概要 

水補給の判断※１

淡水取水源から第１貯水槽への水補給の 

準備完了 

状態監視

凡例

：操作・確認 

：判断 

：監視 
淡水取水源から第１貯水槽への水補給の 

準備開始 

※１ 水補給の対処の移行判断
・第２貯水槽及び敷地外水源が使用できず，淡水取水源に第１貯水槽へ補
給できる水が確保できている場合。
なお，本対応は，重大事故等対処設備を用いた対応に係る要員及び時間

とは別に，本対応を実施するための要員及び時間を確保可能な場合に着手
する。 

淡水取水源からの水補給の開始 
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2.1.6－
55 

第２．１．６．15図 「第１貯水槽への水の補給」の作業と所要時間（その３） 
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2.1.6－
56 

 

 
 

第２．１．６．16図 「第１貯水槽への水の補給」の作業と所要時間（その４） 
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2.1.6－
57 

第２．１．６．17図 「第１貯水槽への水の補給」の作業と所要時間（その５） 
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補足説明資料２．１．６－１ 審査基準，基準規則と対処設備との対応表

補足説明資料リスト
技術的能力（２．１．６　重大事故等への対処に必要となる水の供給手順等）

補足説明資料
備考
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補足説明資料 ２．１．６－１ 
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補 2.1.6-1-1 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（１／５） 

技術的能力審査基準

（2.1.6） 
番号 

事業許可基準規則（31

条） 
技術基準規則（35 条） 番号 

【本文】 

ＭＯＸ燃料加工事業者におい

て、重大事故等への対処に必要

となる十分な量の水を有する水

源を確保することに加えて、重

大事故等への対処に必要となる

十分な量の水を供給するために

必要な手順等が適切に整備され

ているか、又は整備される方針

が適切に示されていること。 

① 

【本文】 

プルトニウムを取り扱う加工

施設には、重大事故等への対

処に必要となる十分な量の水

を有する水源を確保すること

に加えて、重大事故等への対

処に必要となる十分な量の水

を供給するために必要な設備

を設けなければならない。 

【本文】 

プルトニウムを取り扱う加工

施設には、重大事故等への対

処に必要となる十分な量の水

を有する水源を確保すること

に加えて、重大事故等への対

処に必要となる十分な量の水

を供給するために必要な設備

を設けなければならない。 

⑧ 

【解釈】 

１ 「重大事故等への対処に必

要となる十分な量の水を有する

水源を確保することに加えて、

重大事故等への対処に必要とな

る十分な量の水を供給するため

に必要な手順等」とは、以下に

掲げる措置又はこれらと同等以

上の効果を有する措置を行うた

めの手順等をいう。 

② 

【解釈】 

第３１条に規定する「重大事

故等への対処に必要となる十

分な量の水を有する水源を確

保することに加えて、重大事

故等への対処に必要となる十

分な量の水を供給するために

必要な設備」とは、以下に掲

げる措置又はこれらと同等以

上の効果を有する措置を講じ

た設備をいう。 

⑨ 

一 想定される重大事故等の

収束までの間、十分な量の

水を供給できること。 
⑩ 

ａ）重大事故等の収束までの

間、十分な量の水を供給できる

手順等を整備すること。 

③ 

二 複数の代替水源（貯水

槽、ダム、貯水池又は海

等）が確保されているこ

と。 

⑪ 

三 各水源からの移送ルート

が確保されていること。 ⑫ 

四 代替水源からの移送ホー

ス及びポンプを準備するこ

と。

⑬ 

ｂ）複数の代替水源（貯水槽、

ダム、貯水池、海等）が確保さ

れていること。 
④ 

ｃ）各水源からの移送ルートが

確保されていること。 ⑤ 

ｄ）代替水源からの移送ホース

及びポンプを準備しておくこ

と。 
⑥ 

ｅ）必要な水の供給が行えるよ

う、水源の切替え手順等を定

めること。 
⑦ 
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補 2.1.6-1-2 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（２／５） 
大事故等対処設備 

審査基準の要求に適合するための資機材 
自主対策及び自主対策設備 

手段 機器名称 
既設 

新設 

解釈 

対応 

番号 

備

考 
手段 機器名称 

第
１
貯
水
槽
を
水
源
と
し
た
対
応 

第１貯水槽 新設 

①
②
③
④
⑧
⑨
⑩
⑪ 

― ― ― 

第
２
貯
水
槽
を
水
源
と
し
た
，
第
１
貯
水
槽
へ
水
の
補
給 

第１貯水槽 新設 
①
②
③
④
⑤
⑥
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬ 

― 

二
又
川
取
水
場
所
Ａ
，
淡
水
取
水
設
備
貯
水
池
又
は
敷
地
内
西
側
貯
水
池
を
水
源
と
し
た
，
第
１
貯
水
槽
へ
の

水
の
補
給 

淡水取水設備貯水池 

第２貯水槽 新設 
敷地内西側貯水池 

大型移送ポンプ車 新設 
大型移送ポンプ車 

可搬型建屋外ホース 新設 可搬型建屋外ホース 

可搬型貯水槽水位計（ロ

ープ式） 
新設 運搬車 

可搬型貯水槽水位計（電

波式） 
新設 ホース展張車 

可搬型第１貯水槽給水流

量計 
新設 

― 

第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置 
新設 

第２保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置 
新設 

情報把握計装設備可搬型

発電機 
新設 

運搬車 新設 

ホース展張車 新設 

軽油貯槽 新設 

軽油用タンクローリ 新設 

  

64



補 2.1.6-1-3 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（３／５） 
大事故等対処設備 

審査基準の要求に適合するための資機材 
自主対策及び自主対策設備 

手段 機器名称 
既設 

新設 

解釈 

対応 

番号 

備

考 
手段 機器名称 

敷
地
外
水
源
を
水
源
と
し
た
，
第
１
貯
水
槽
へ
水
の
補
給

第１貯水槽 新設 

①
②
③
④
⑤
⑥
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

― 

二
又
川
取
水
場
所
Ａ
，
淡
水
取
水
設
備
貯
水
池
又
は
敷
地
内
西
側
貯
水
池
を
水
源
と
し
た
，
第
１
貯
水
槽
へ
の
水
の
補
給 

淡水取水設備貯水池 

敷地内西側貯水池 

第２貯水槽 新設 

大型移送ポンプ車 

可搬型建屋外ホース 

大型移送ポンプ車 新設 

運搬車 

ホース展張車

可搬型建屋外ホース 新設 

可搬型貯水槽水位計（ロ

ープ式） 
新設 

可搬型貯水槽水位計（電

波式） 
新設 

可搬型第１貯水槽給水流

量計 
新設 

第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置 
新設 

情報把握計装設備可搬型

発電機 
新設 

運搬車 新設 

ホース展張車 新設 

軽油貯槽 新設 

軽油用タンクローリ 新設 
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補 2.1.6-1-4 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（４／５） 
大事故等対処設備 

審査基準の要求に適合するための資機材 
自主対策及び自主対策設備 

手段 機器名称 
既設 

新設 

解釈 

対応 

番号 

備

考 
手段 機器名称 

水
源
の
切
替
え 

第１貯水槽 新設 
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬ 

― ― ― 

第２貯水槽 新設 

大型移送ポンプ車 新設 

可搬型建屋外ホース 新設 

可搬型貯水槽水位計（ロ

ープ式） 
新設 

可搬型貯水槽水位計（電

波式） 
新設 

可搬型第１貯水槽給水流

量計 
新設 

第１保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置 
新設 

第２保管庫・貯水所可搬

型情報収集装置 
新設 

情報把握計装設備可搬型

発電機 
新設 

運搬車 新設 

ホース展張車 新設 

軽油貯槽 新設 

軽油用タンクローリ 新設 
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補 2.1.6-1-5 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（５／５） 

技術的能力審査基準（2.1.6） 適合方針 

【本文】 

ＭＯＸ燃料加工事業者において、重大事故等

への対処に必要となる十分な量の水を有す

る水源を確保することに加えて、重大事故等

への対処に必要となる十分な量の水を供給

するために必要な手順等が適切に整備され

ているか、又は整備される方針が適切に示さ

れていること。 

重大事故等が発生した場合において，重大

事故等への対処に必要となる十分な量の水

を有する水源を確保する 

重大事故が発生した場合において重大事故

等対処設備に対して重大事故等への対処に

必要となる十分な量の水を供給するために

必要な手順を整備する。 

【解釈】 

１ 「重大事故等への対処に必要となる十分

な量の水を有する水源を確保することに加

えて、重大事故等への対処に必要となる十分

な量の水を供給するために必要な手順等」と

は、以下に掲げる措置又はこれらと同等以上

の効果を有する措置を行うための手順等を

いう。 

― 

ａ）重大事故等の収束までの間、十分な量の

水を供給できる手順等を整備すること。 

重大事故等の対処を行うまでの間，十分な

量の水を供給できる手順等を整備する。 

ｂ）複数の代替水源（貯水槽、ダム、貯水池、

海等）が確保されていること。 

複数の代替水源（第１貯水槽，第２貯水槽

及び敷地外水源）を確保する。 

ｃ）各水源からの移送ルートが確保されてい

ること。 

各水源からの移送ルートを確保する。 

ｄ）代替水源からの移送ホース及びポンプを

準備しておくこと。 

代替水源からの移送ホース及びポンプを準

備する。 

ｅ）必要な水の供給が行えるよう、水源の切

替え手順等を定めること。 

水源の切替の手順を定める。 
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